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日 本 農 業 新

主 J

曇念
員研 総合 的 リス ク径

企業や金融機 関ブ

導入が女台ま つた。

信 用 事 業 を 中 心

蜃
企 業・団 体 の 危 機 管 理 鐘 渾

(リ ス クマネ ジメ ン ト)手   政′

法 の一つ。従来 は リスクの た規 f

種類 に応 じ、部署 ことに対 重 点イ

加
島

徹構全 国監査部次長、経営改善
対策室次長 を経て 2007年 か ら
JA総 合研究所。東京農業大
学客員研究員。博士 (農業経

済学 )ph.D。 茨城県 出身、51

歳。

も

今
後
の
農
協
経
営
に
影
響
を
与
え

る
外
部
環
境
の
変
化
を
３

つ
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
１

つ
は
、
短
期
的

な
影
響
と
し
て
行
政
刷
新
会
議

・
規

制
改
革
分
科
会
報
告

で
Ｊ
Ａ
に
対
す

る
金
融
庁
検
査

の
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
金
融
庁
検
査

が

Ｊ
Ａ
に
導
入
さ
れ
る
と

い
う
こ
と

は
、
協
同
組
合
と
し
て
の
性
格
を
有

す
る
も
の
の
、
金
融
業
を
営
ん
で
い

れ
ば
ほ
か
の
金
融
機
関
と
同
列
な
扱

い
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

Ｊ
Ａ
以
外
の
資
金
量
の
大
き
い
ほ

か
の
金
融
機
関
で
は
、
既
に
最
大
損

失
リ
ス
ク
量
に
よ
る
統
合
リ
ス
ク
量

と
自
己
資
本
を
対
比
し
、
資
本
の
十

分
性
を
確
認
す
る
統
合
的
リ
ス
ク
管

理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
に
お
い

て
も
、
ほ
か
の
金
融
機
関
並
み
の
リ

ス
ク
管
理
態
勢
が
求
め
ら
れ
る
と
す

れ
ば
、
自
己
資
本
か
ら
み
た
経
営
の

継
続
性
を
リ
ス
ク
量
と
対
比
し
て
行

政
庁

へ
疎
明
で
き
る
リ

ス
ク
管
理
の

レ
ベ
ル
が
最
低
限
必
要
で
あ
る
。

次
に
中
長
期
に
農
協
経
営

に
影
響

を
与
え
る
の
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

（
国
際
財

務
報
告
基
準
）
と
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
規
制

の
動
向

で
あ
る
。
こ
の
２

つ
は
既
に

工
程
が
示
さ
れ
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
で
は
上

場
会
社
が
２
０
１
５
～
１６
年
ま
で
の

準
備
と
移
行
が
決
ま
り
、
バ
ー
ゼ
ル

Ⅲ
で
は
８
年
後
の
経
過
期
間
後

の
適

用
が
国
際
決
済
銀
行
か
ら
開
始
さ
れ

る
。
現
時
点
で
は
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
を
受

け
た
国
内
行
規
制

の
詳
細
や
協
同
組

織
金
融
機
関

へ
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
適
用

は
正
式
に
は
決
ま

っ
て
い
な
い
が
、

国
際
標
準

（
デ
フ

ア
ク
ト
ス
タ
ン
ダ

ー

ド
）
は

日
本

の

会

計

や

金

融

規

制
、
そ
し
て
農
協
経
営
に
も
確
実
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
く
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
で
用
い
ら
れ
る
包
括
利

益
は
、
時
価
を
基
本
に
資
産
価
値
の

変
動
か
ら
負
債
価
値
の
変
動
を
引
い

た
も
の
。
こ
の
価
値
と
は
資
産

、
負

債
の
評
価
は
事
業
そ
の
も
の
の
価
値

評
価
を
見
積
も
る
こ
と

（
バ
リ

ュ
ー

エ
ー
シ

ョ
ン
＝
適
正
価
値
の
算
定
）

を
意
味
し
、
変
動
は
価
値

の

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
こ
れ
は
リ
ス
ク
管
理

・
コ

ン
ト

ロ
ー
ル
そ
の
も

の
で
あ
る
。

価
値
の
評
価
や
リ

ス
ク
管
理
に
お

け
る
リ
ス
ク
量
も
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ

ー
が
基
本
で
、
会
計
が
キ

ャ
ッ
シ

ュ

フ

ロ
ー
を
基
本
と
し
て
い
た
リ
ス
ク

管
理
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、　
一
体

化
す
る
方
向
に
進
ん
で
き
て
い
る
。

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で
は
自
己
資
本
比
率

規
制
が
強
化
さ
れ
、
内
部
留
保
や
資

本
の
充
実
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
。

新
た
な
自
己
資
本
比
率
規
制
に
加
え

キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー
の
把
握
を
前
提

と
し
た
流
動
性
規
制
も
導
入
さ
れ
、

信
用
事
業
以
外
の
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ

ー
の
把
握
も
必
要
不
可
欠
に
な
る
。

グ

ロ
ー
バ
ル
な
規
制
や
ル
ー
ル
は

単
に
信
用
事
業
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
経
済
事
業
や
ほ
か
の
事
業
を
含

め
た
農
協
経
営
全
体

で
生
み
出
さ
れ

る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
の
最
大
化
と

損
失
を
最
小
限
に
す
る
総
合
的
な
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
態
勢
と
、
総
合

事
業
と
し
て
の
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
実
践
が
必
要
不
可
欠
な
時
代
に

入

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

A全中入会。 JA全 国監査機

かしま 。とおる 1982年 」


